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日
本
に
目
録
學
な
し
。
目
録
や
解
題
の
書
は
相
應
に
古
き
世
よ
り
之
あ
り
、
漢
籍
に
て
は
日
本
國
現
在
書
目
、

佛
書
に
て
は
八
家
の
將
來
録
な
ど
よ
り
、
信
西
入
道
の
藏
書
目
、
清
原
業
忠
の
本
朝
書
籍
目
録
、
こ
れ
ら
は
古

書
を
考
ふ
る
者
の
缺
く
べ
か
ら
ず
と
す
る
所
に
し
て
、
徳
川
時
代
に
入
り
て
は
林
道
春
父
子
の
日
本
書
籍
考
、

經
典
題
説
が
解
題
の
嚆
矢
と
な
り
し
よ
り
、
遂
に
支
那
人
を
し
て
其
の
名
著
に
驚
か
し
め
た
る
經
籍
訪
古
志
の

ご
と
き
者
さ
へ
出
づ
る
に
至
り
た
り
。
故
に
目
録
の
書
は
觀
る
べ
き
者
少
し
と
せ
ざ
れ
ど
も
、
目
録
學
の
書
に

至
り
て
は
、
殆
ど
之
あ
る
を
見
ず
。

　
蓋
し
目
録
學
は
支
那
に
在
り
て
、
特
別
の
發
達
を
爲
し
、
二
千
年
前
に
於
て
劉
向
、
劉
歆
父
子
を
生
じ
、
其

後
之
を
祖
述
し
た
る
者
は
間
出
す
れ
ど
も
、
要
す
る
に
二
劉
の
上
に
出
づ
る
者
な
し
。
其
の
精
神
は
著
述
の
流

別
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
て
、
單
に
簿
録
部
居
を
爲
す
に
在
ら
ず
。
是
れ
支
那
の
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
學
問
を

歴
史
的
に
考
察
す
る
特
種
の
傾
向
あ
る
國
に
相
應
し
て
成
立
す
べ
き
者
に
し
て
、
專
ら
分
類
的
に
整
理
せ
ん
と

す
る
取
扱
の
下
に
成
立
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず
。
故
に
支
那
に
於
て
有
益
な
る
目
録
を
編
製
せ
る
學
者
に
て
も
、

目
録
學
の
本
旨
に
合
せ
る
者
は
至
て
尠
し
と
せ
ら
る
。
我
邦
に
て
此
學
を
爲
せ
る
人
の
曾
て
之
な
か
り
し
は
異

し
む
に
足
ら
ず
。
現
今
の
如
く
大
小
の
圖
書
館
、
到
る
處
に
設
立
せ
ら
れ
て
、
圖
書
館
學
が
優
に
一
科
の
學
を

成
せ
る
時
に
於
て
す
ら
も
、
此
の
支
那
の
古
き
、
發
達
せ
る
目
録
學
に
無
關
心
な
る
こ
と
を
免
が
れ
ざ
る
は
、

是
非
も
な
き
事
と
謂
ふ
べ
し
。

　
さ
れ
ば
一
人
に
て
も
半
人
に
て
も
、
此
間
に
目
録
學
ら
し
き
者
を
爲
し
た
る
人
あ
ら
ば
、
之
を
空
谷
の
跫
音
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と
せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
余
は
敬
首
和
上
の
「
典
籍
概
見
」
を
以
て
、
我
邦
に
於
け
る
殆
ど
唯
一
の
目
録
學

書
と
し
て
推
薦
せ
ざ
る
を
得
ず
。
此
書
は
寶
暦
四
年
、
和
上
の
滅
後
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
る
、
本
文
僅
か
に
廿

七
葉
の
小
著
述
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も
、
我
邦
に
於
て
苟
く
も
著
述
の
流
別
を
理
會
し
て
、
書
籍
の
綜
括
的
批
判
を

爲
し
た
る
、
此
書
の
如
き
は
罕
な
り
。
和
上
は
淨
土
宗
に
て
戒
律
の
復
興
に
功
あ
る
碩
學
な
る
が
、
此
書
は
全

く
儒
道
二
教
の
典
籍
の
み
を
批
判
し
て
内
典
に
及
ば
ず
。
芝
山
の
大
梁
師
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
別
に
佛
法
大
意

の
著
あ
り
て
、
釋
典
を
論
じ
た
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
其
書
今
存
す
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
又
其
書
は
自
ら
筆

を
執
り
て
記
述
し
た
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
の
弟
子
天
心
の
筆
記
に
成
り
、
而
も
其
の
歿
後
に
刊
行
せ
ら
れ
た

れ
ば
、
往
々
筆
者
の
誤
と
見
ゆ
る
處
あ
り
。
（
例
へ
ば
支
那
の
府
志
の
中
に
雍
州
府
志
を
擧
げ
、
呂
氏
春
秋
の

注
者
高
誘
を
啇
誘
と
記
せ
る
が
如
し
）
時
と
し
て
著
者
の
意
見
に
も
如
何
は
し
く
思
は
る
ゝ
節
も
な
き
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
要
す
る
に
其
の
人
に
絶
せ
る
炯
眼
を
具
し
て
、
博
覽
の
餘
に
自
然
に
著
述
源
流
の
學
を
、
髣
髴
と

し
て
把
捉
し
得
た
る
者
な
る
こ
と
は
、
疑
ふ
べ
く
も
な
し
。

　
今
そ
の
書
中
、
緊
要
の
章
句
を
少
し
く
抄
録
せ
ん
に
、
云
く
、

　
　
一
切
の
書
を
見
る
に
は
先
づ
題
號
を
解
す
る
を
簡
要
と
す
次
に
は
其
の
書
の
部
類
を
分
別
す
べ
し

是
れ
目
録
學
の
綱
領
を
摘
出
し
た
る
者
な
り
。
又
云
く
、

　
　
史
通
。
文
心
雕
龍
。
筆
叢
は
常
に
左
右
を
離
こ
と
な
か
れ
中
に
も
筆
叢
は
書
の
中
の
寶
書
也
學
者
こ
れ
を

　
　
讀
ば
知
識
十
倍
す
べ
し

　
支
那
に
て
は
明
の
中
世
、
揚
愼
、
陸
儼
等
よ
り
以
來
、
史
通
、
文
心
雕
龍
二
書
を
愛
好
す
る
學
者
多
く
な
り
、
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最
近
、
張
之
洞
の
輶
軒
語
等
に
至
る
ま
で
、
史
學
、
文
學
の
門
徑
と
し
て
之
を
推
稱
し
た
れ
ど
も
、
我
邦
に
て

之
に
注
意
し
た
る
學
者
は
幾
ん
ど
之
な
き
に
、
敬
首
和
上
の
か
く
も
此
二
書
を
推
稱
せ
る
は
、
以
て
其
の
讀
書

眼
の
卓
拔
な
る
を
見
る
べ
し
。
胡
元
瑞
の
筆
叢
は
、
其
の
書
き
方
の
氣
の
き
ゝ
た
る
割
合
に
、
内
容
に
乏
し
き

書
な
れ
ど
も
、
其
の
博
覽
に
し
て
能
く
之
を
要
約
せ
る
こ
と
は
、
明
代
の
一
人
と
も
い
ふ
べ
き
人
な
れ
ば
、
和

上
の
如
き
頭
腦
の
鋭
敏
な
る
人
が
之
に
惚
れ
込
み
た
る
も
無
理
な
ら
ず
。
と
も
か
く
其
の
渉
覽
せ
る
萬
卷
の
書

中
よ
り
、
此
の
三
書
を
擧
げ
て
門
弟
等
に
示
せ
る
は
、
和
上
の
非
凡
な
る
識
見
に
よ
る
も
の
と
い
ふ
べ
し
。
次

に
目
録
の
專
書
と
し
て
は
、
崇
文
總
目
、
鄭
樵
の
藝
文
略
、
焦
弱
侯
の
國
史
經
籍
志
を
擧
げ
た
り
。
而
し
て
佛

教
の
目
録
に
就
て
は

　
　
佛
者
一
代
藏
經
と
名
て
其
目
録
あ
り
甚
だ
非
な
り
予
此
れ
を
正
む
と
欲
す

と
い
は
れ
た
る
は
、
そ
の
單
に
索
引
を
主
と
し
て
著
述
流
別
の
原
則
に
合
せ
ざ
る
を
遺
憾
と
せ
ら
れ
し
者
な
ら

ん
。
又

　
　
中
華
の
書
に
は
一
種
に
頗
る
多
板
あ
り
故
に
一
板
を
見
て
即
ち
是
と
す
べ
か
ら
ず
必
ず
善
本
を
得
て
校
合

　
　
す
べ
し

と
い
は
れ
、
既
に
校
勘
學
の
必
要
を
説
か
れ
た
り
。
尤
も
校
勘
學
に
於
て
は
、
儒
家
に
於
て
徂
徠
門
下
に
當
時

已
に
山
井
、
根
本
諸
人
の
如
き
あ
り
、
佛
家
に
も
忍
澂
和
上
の
如
き
あ
り
た
れ
ば
、
此
の
一
事
は
敬
首
和
上
の

特
見
と
し
難
し
。
其
外

　
　
注
に
本
文
と
を
し
並
べ
て
こ
と
の
外
大
切
に
す
る
注
あ
り
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と
て
王
弼
老
子
注
、
郭
象
莊
子
注
、
張
湛
列
子
注
、
酈
道
元
水
經
注
、
裴
松
之
三
國
志
注
、
劉
義
慶
世
説
注
、

李
善
文
選
注
、
王
逸
楚
辭
注
、
高
誘
呂
氏
春
秋
注
、
王
肅
家
語
注
、
韋
昭
國
語
注
を
擧
げ
、
皆
本
文
と
光
を
爭

ふ
と
い
ひ
し
な
ど
も
、
近
世
支
那
學
者
と
同
じ
程
度
の
識
見
を
有
せ
り
と
い
ふ
べ
し
。

又
云
く

　
　
字
書
と
雜
記
の
書
と
類
書
と
の
三
類
は
常
に
能
々
看
讀
す
べ
し
其
の
中
雜
記
の
書
は
尤
も
翫
味
す
べ
き
者

　
　
也
一
に
は
見
識
を
増
し
二
に
は
事
實
を
知
り
三
に
は
經
史
子
集
を
見
る
に
甚
だ
助
と
す

と
い
ひ
、
雜
記
の
書
は
、
容
齋
隨
筆
、
夢
溪
筆
談
の
如
き
者
を
指
し
た
れ
ば
、
和
上
は
已
に
考
訂
を
知
り
し
な

り
。
類
書
と
し
て
は
三
通
、
又
大
平
御
覽
、
册
府
元
龜
、
文
苑
英
華
を
三
大
書
と
し
、
藝
文
類
聚
、
初
學
記
、

北
堂
書
抄
を
唐
の
三
書
と
し
て
擧
げ
た
る
な
ど
、
皆
其
の
選
擇
の
當
を
得
た
る
を
見
る
べ
く
、
本
草
學
、
脈
學
、

醫
方
學
を
專
門
の
學
と
し
、
醫
は
暦
術
と
同
じ
後
世
ほ
ど
委
く
な
る
べ
し
と
い
へ
る
も
、
學
術
に
對
す
る
理
解

の
非
凡
な
る
を
見
る
に
足
る
。
又

　
　
凡
そ
書
籍
に
僞
書
多
し
關
尹
子
。
墨
子
。
鬻
子
。
晏
子
春
秋
等
の
書
は
恐
は
後
人
の
僞
作
也
眞
書
に
は
非

　
　
ず

と
い
ひ
、

　
　
近
代
中
華
よ
り
來
る
所
の
藏
經
の
中
語
録
相
ひ
半
ば
せ
り
此
れ
乃
ち
塵
芥
を
以
て
金
文
を
汚
せ
り

と
い
へ
る
は
、
並
び
に
極
端
に
失
す
る
に
似
た
れ
ど
も
、
又
見
得
て
透
徹
せ
る
處
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。

　
　
佛
書
の
中
天
台
と
慈
恩
と
一
行
と
は
別
に
一
格
あ
る
用
意
の
書
な
り
此
の
三
書
は
尤
も
大
事
な
り
一
行
の
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書
は
易
老
子
の
如
し
慈
恩
の
文
は
楊
子
法
言
太
玄
經
の
如
し
天
台
の
書
に
又
一
格
あ
り
此
の
三
書
の
格
は

　
　
甚
深
の
口
傳
あ
る
べ
し
唯
授
一
人
の
祕
法
な
り
筆
示
す
べ
か
ら
ず
云
々

と
あ
る
は
是
れ
其
の
獨
得
を
言
明
せ
る
者
な
り
。
和
上
は
元
來
、
佛
教
各
宗
の
批
判
に
就
き
て
、
一
流
の
獨
見

あ
り
。
達
磨
の
立
は
佛
法
に
は
非
ず
、
天
竺
一
箇
の
富
蘭
那
の
見
な
り
と
い
ひ
、
凡
そ
佛
法
所
立
の
人
師
の
中

に
て
、
智
顗
法
師
一
人
少
し
目
開
き
申
候
然
れ
ど
も
大
に
大
途
を
取
損
は
れ
た
り
、
千
歳
以
來
此
人
の
性
具
に

ば
か
さ
れ
申
候
と
い
ひ
、
淨
土
宗
の
事
、
法
然
の
立
大
に
誤
る
、
是
は
大
錯
中
の
大
錯
な
り
と
い
ひ
、
玄
弉
の

立
の
事
、
此
師
大
概
よ
し
、
是
又
天
台
と
肩
を
並
ぶ
る
目
の
あ
き
た
る
人
也
と
い
ひ
、
天
台
慈
恩
は
佛
法
の
大

綱
を
半
合
點
半
不
合
點
、
達
磨
不
空
は
一
向
不
合
點
な
り
、
南
山
法
藏
吉
藏
は
ね
か
ら
不
知
し
て
綱
目
を
大
綱

か
と
思
ひ
し
者
な
り
曇
鸞
、
道
綽
、
善
導
は
一
向
に
不
分
明
な
り
と
い
ひ
、
天
親
以
來
正
見
な
く
皆
是
生
死
の

人
と
見
え
申
候
と
い
ひ
、
眼
千
古
を
曠
し
う
せ
る
人
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
口
傳
を
説
く
も
、
必
ず
し
も
空
言
に
あ

ら
ず
。
又

　
　
新
羅
よ
り
出
る
書
容
易
に
看
過
す
べ
か
ら
ず
…
…
中
國
の
人
夷
情
を
得
ぬ
が
故
に
此
を
知
ら
ず
予
日
本
に

　
　
生
し
て
夷
情
を
得
た
り
中
國
の
人
情
は
海
の
如
し
新
羅
高
麗
の
人
情
は
海
と
川
と
の
堺
ひ
目
の
如
し
日
本

　
　
の
人
情
は
川
の
如
し
此
は
且
く
佛
書
を
云
若
し
俗
書
は
不
爾
甚
だ
野
鄙
な
り
本
と
文
な
き
邦
な
る
が
故
に

　
　
佛
書
は
理
の
甚
深
を
云
故
に
一
奇
特
の
文
體
を
な
す
者
な
り

と
い
ふ
が
如
き
、
國
民
性
に
よ
り
著
述
の
特
色
あ
る
を
看
破
せ
る
者
に
て
、
別
に
一
隻
眼
を
具
す
る
に
非
れ
ば

能
し
難
き
所
な
り
。
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此
書
の
如
き
寥
々
た
る
短
篇
中
に
、
其
の
鋭
利
な
る
批
評
の
閃
め
き
を
見
せ
る
こ
と
、
此
書
の
如
き
は
邦
人

著
述
中
、
有
數
の
も
の
に
し
て
、
別
に
何
等
の
組
織
的
思
想
な
く
と
も
、
以
て
珍
と
す
る
に
足
る
べ
き
に
、
其

の
目
録
學
の
根
柢
を
有
し
、
確
乎
た
る
法
式
に
よ
り
て
批
判
せ
る
こ
と
、
上
の
如
く
な
れ
ば
、
余
は
之
を
讀
書

人
に
推
薦
し
て
其
の
一
讀
を
勸
め
ん
と
欲
す
。

　
書
中
に
又

　
　
書
を
多
く
聚
る
を
人
中
の
賢
者
と
す
べ
し

と
い
ひ
、
聚
書
讀
書
の
利
益
を
説
き
た
る
は
、
和
上
自
身
が
數
萬
卷
の
藏
書
を
有
せ
し
に
も
よ
る
べ
け
れ
ど
も
、

其
の
讀
書
が
一
貫
せ
る
批
評
眼
に
よ
り
て
要
約
さ
れ
、
徒
ら
に
博
洽
を
誇
り
し
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
に
及

び
て
益
々
其
の
貴
さ
を
加
ふ
べ
し
。

　
余
は
已
に
數
年
前
に
於
て
、
此
書
の
原
刻
本
を
獲
た
る
が
、
本
年
二
月
、
大
阪
の
某
書
肆
の
目
録
に
、
復
た

此
書
を
載
す
る
を
見
、
大
阪
に
此
書
の
眞
價
を
解
す
る
讀
書
人
あ
り
や
否
や
を
徴
せ
ん
が
爲
に
、
試
み
に
再
び

之
を
注
文
し
て
、
其
の
存
否
を
驗
せ
し
に
、
日
な
ら
ず
し
て
再
び
此
書
の
第
二
本
を
獲
た
り
。
僅
か
に
參
圓
五

拾
錢
を
費
し
て
、
大
阪
二
百
萬
市
民
の
讀
書
眼
を
試
驗
し
得
た
る
は
、
豈
に
廉
價
至
極
な
ら
ず
や
。
呵
呵

　
附
記
　
敬
首
和
上
の
傳
は
淨
土
宗
全
書
第
十
卷
、
略
傳
集
中
に
在
り
就
て
見
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
五
年
十
月
「
典
籍
の
研
究
」
第
五
號
）
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